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露　卒業生と卒業論：文（昭和38年3月）

佐藤陵雄氏：コーランに現れたるCabdについて。

会　報　ほ　か

○本会例会（lli墾｛禾i：13S£i三）一下1図（田本オリエント学会関藺部会と共催）：2月9日午後1時半，

於大阪商エ会葬，岩本裕氏「感吟オリエントにおけるアーリャ入について」3第羅國兼本会総会；

4月25日午後4時，於京大人文科学研究所分飴ホール，樋1コ隆康氏「西アジア・南アジアの旅（ス

ライド使用）」。本総会において融会長中原与茂九郎氏の津斧任に伴い劃会長に繊田武雄霞，また新た

に編集長に羽田明氏を迎えることになった。　○京都大単イラン・アフガニスタン・パキスタン学

術調査隊（第3次。本誌前弩参照）はアフガニスタンのオゾル・スム石窟を突測調査，パキスタン

のチャナカ・デリで王宮のC“とき建物を発掘，メハ・サンダではストゥーパを申心とする仏教遺跡

を発掘，そのほかアフガニスタン南部，イラン東北部，ガンダーラ地方の諸遺跡を踏査した。水野

清…隊炎と林巳奈夫氏は37年12月に帰圏，小谷仲男氏はインドの諸遺跡踏査後1月帰麟，西川幸治

氏も詞じくインドを織って2月帰圏，楓コ隆療氏はインド，タイ，カンボジアの諸遺跡を踏査して

3月帰礫，応地利明氏はインドからネパールを踏査して5月帰国された。　○京都大栄東南アジア

硲究センターは塞奪1月8痒1付で発足した。東購アジアの総合研究と同研究に闘する達絡調整，研

究資料の収集整理を闘的とする金学的な織織，所長は農学部長奥田東教授。諸般の予備調査折衝の

ため岩村忍氏（京大人文科学研究所教授）が4月12臼羽田発競地諸薩視察の上5月18Ei羽田に帰着

された。　○礒本オリエント学会の黍絹誌「オリエントjVQL　V，　Nos・3・4は37無12月，局じく

年帳（欧文誌）「ORIENT」Vo1．2も閥時に発行，後者には岸本通夫氏ほか諸氏の論丈登載、
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会　員　消　息

○石川栄酋氏（神ノ．一1大学文学部逗轍授）は神戸大鑑毒太：ll洋Il島学術調｛乏ll盗こ参加して，37奪6摺

出発，東ポリネシア，特にマルケサスrτ膏島の調コ：を行なって12月帰田きれた。　○醗申匹呂旋（響

応外墜』蒔大学講師）は37奪三10月27日羽日三i発，レバノン，シリア，　アラブ漣金，　エチオピア，　ケニ

ア，ウガンダ，アデンに「アラビア藷の話し謡語」を訓蕨の五12廻14匠1羽田に帰着きれた。　○貝

塚茂樹践（京大人文科学研究換蜘受）は国1祭りアリズム会義（於ダートマ」、大学）｛こ出席のため37

奪7翔渡米，10月砦1ゴ園された。尚お閥氏は37奪11月にで晋なわれた箆6期学術会1；誌轟員L垂に近畿地

区から立候補，当選された。　○＃上智蝿氏（京ノく丈∴藩孜授）はil彗じく聞壷挙｝こ金：良，1区から立候

総，当選された。　○フA一ン・ガヴァイン．二二（ハンブルク大学紙授）は37馨12月12日京火文学部

会議室で「申世中央アジアの文明一二ウイグルヨ三躍の穀去と文化一一」の題下に1｝簿記された。

O諸士元三（京大文学部助手）は1月！E附をもって大阪学ゐゴく学講師に飯ぜられた。　○中由正

黒影（天理教貞柱）は2月31ヨ羽lb遣北米蓬ij二iブラジルほか22か悶を視ボ巡回の上3月21日大阪空

港に二二きれた。　○佐保賑鶴治氏の「インド正統派哲学思想の始源」は2月15B鋼：文社から出

版。　○吉霞光邦氏（京大二丈：科学研究瞬助数もξ）の「錬金術」は3月5臼発行（二品新i：）。

○勝藤四二（野火人文科学研究所助手）は4月1鰯寸をもって大阪町羅需大学”1滅1（ペルシア野饗

当）に任ぜられた。　○上野照央氏（京火数：こ部教疫）の「イン1・’　」は4月1溝発行（保育社カラ

ーブックス）。　○話芸隆雄氏（会読乏前ページ参照）は4月1田毎日質量聞隷に入社された。　〇三笠

宮殿下（二本オリエント学会会畏）は妃股下ご二野4月9日羽1雌発トルコへ。口頁としてヒッタイ

ト三跡その他ご冤学の上岡月22臼羽倒にノ。1｝嘗された。　○松平千秋氏（球大文学部教鼓）は滞独半

年の予定で4月15田羽田発マインツ大学へ。　○中原与茂九郎氏（京大転養部教授，本会副会長）

は4月16日藍櫓筆工富と共に謂会長をも弊便された。氏の退聴講－鐵ま「撰形丈字に魅せられて」の題

下に農大教養部D捻館31貫目lJ簾凶二二3階20労羽1∫醐数授のil遇会の梓，教養都長代理工凹型授の挨

拶のあとをうけて開始された。平沢京大総長はじめ春雨をついて一．．集された数ぼ学生諸氏を面に，

下肥の辿られた学跡を團駕し師怨友愛に謝しつつ現在の果績に及び，或いは学界を展望し或いは学

徒をinspireし，トウ｛・ウ1瞳li毒0分目与えられた多バな感。♂ま万霞のま1室｛手を喚んで暫し鳴りも

やまなかった。酉田教授の閉会の辞があって詑念撮影があり，引きつづき楽友会館二階ホールで晩

餐会が難され溝堂の門馬薫をえて盛況，諸氏こもごも立って転侵の学徳をたたえ，一念撮闇雲の贈

呈などあり，8増すぎ一岡会場にどよもす拍手をもって，退席される敏授を惜隠した。尚お氏は西

南アジア研究会に基金として金15万円を一二された。　○岩二二氏（彙報飼ページ参照）一井上

靖氏との分担執黛に成る「西域」は4月30日発行（筑摩：1さ房グリーンベルト。シリーズ）。　○内記

二幅氏は5月1爾付をもって東京外四語大学助手（アラビア研究証）に訴任され，埼玉集朝霞町膝

折上原444，1縦山荘に移癒された。　○西田龍雄氏（京大文竜ノ，鄭脇メ戻）は「ヨーwッパ二二のア

ジアeアフリカ高評二二研究の実情『1査のため」文都省派遣の酒盗闇に参冷して5月15日羽田発渡

欧6月17日帰園された。　○内畷紀彦矯（大阪外韻語大学運JJ手）はインド政蔚奨学金留学生として

5月25帥炉溌田印，カルカッタ大学に2か奪留学の予定。　○臼鉾二絢氏（京人文学蔀教授）
8月27ξ［催奪退官される圃氏の贋判1戴は6月21111午後1時から京ン玉く法経第2駅室で「人闘と社

会」の題下に行われ，引きつづき楽友会館で誕念熟字会が雌さ才した。因みに属敬授退L｝己念斑．1ヒ会

は1口（500円）以上の罫：金FPである。　○小野出城，由添茂，吉川守3鶴（3矯とも本号執筆者）

からそれぞれ5，000円，加藤一朗氏（関絶大学勤教授・京入撃師）から10，　OOO円，本丁木6の出版

資金として寄託された。
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